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ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ工法（ｴｱﾙｰﾌ・ﾄﾞﾘｰﾑ 30/ｳｯﾃﾞｨｼﾝﾌﾟﾙ） 施工ﾏﾆｭｱﾙ 

[太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ 1675×1001 ㎜] 

■適用範囲 

・適用屋根下地 

野地板種類 構造用合板・ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板・針葉樹合板 厚 12 ㎜以上 

下葺材 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940 品以上 

・適用屋根勾配 ： 3.5 寸～10.0 寸勾配 ※6.0 寸勾配を超える場合は桟打ち工法となります。（補

強板厚さ変更もしくはﾋﾞｽの長さが変更となります。） 

・適用建物高さ ： 15ｍ以下 

■ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ工法(ｴｱﾙｰﾌ・ﾄﾞﾘｰﾑ 30／ｳｯﾃﾞｨｼﾝﾌﾟﾙ)の概要 

・ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ工法は、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙをｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽとｶﾞｼｯﾄｱｰﾑを用いて 4点もしくは 6 点で支持する据

置ﾀｲﾌﾟの設置工法です。 

・ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽの取付け位置は、割付け図面に従いますが、縦方向は、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの固定ﾋﾟｯﾁ 1001mm

とｽﾍﾟｰｽ寸法 25 ㎜に対し、瓦の働き寸法はﾄﾞﾘｰﾑ 30：250mm・ｳｯﾃﾞｨｼﾝﾌﾟﾙ：280 ㎜により、ｶﾞｼｯﾄﾍﾞ

ｰｽを瓦 4 段置き（1,000/1,120 ㎜）又は 5段置き（1,250/1,400 ㎜）に設置します。 

横方向は、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの横寸法 1,675mm に対し、地瓦を中央部に 1枚とｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽを両端部に

各 1 枚（計 3 枚×440＝1,320 ㎜）を 1 ｾｯﾄとし、調整瓦 1 枚（355 ㎜）をｾｯﾄ間に入れ、ﾌﾟﾚｶｯﾄ調

整瓦の芯芯間の寸法が 1,675 ㎜、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの固定位置は両端部から 397.5 ㎜になることを

基本としています。 

・ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑは、ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽの突起部分に設置し、同梱の付属固定ﾋﾞｽ 3 本にて補強板と野地板に取付

けます。 

・太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの取付けは、押え金具をｽﾗｲﾄﾞしてﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄを締め付け固定します。 

 
＜標準作業手順＞ 

墨出し（割付作業）[Ａ] 

瓦の捲り[Ｂ] 

瓦・補強板・ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽ・調整瓦の施工[Ｃ] 

ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの施工[Ｄ] 

屋根上ｹｰﾌﾞﾙの配線[Ｅ] 

太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの施工[Ｆ] 

ｱｰｽ線・ｹｰﾌﾞﾙの接続[Ｇ] 

施工後の点検[Ｈ] 
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■施工方法 

墨出し[Ａ] 

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの外郭線の墨出しをして下さい。 

※外観性を確保するために、屋根面の芯と太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの芯

の位置を合わせて下さい。 

※1 段目の墨線位置は瓦の先から 35～40 ㎜の位置を基本とし

て下さい。 

●ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽの設置ﾗｲﾝ（段）を目印して下さい。 

※瓦の施工を続けて施工し、ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽの施工を飛ばす等のや

り直しのｹｰｽがあるため、ﾐｽ防止のため目印を付けて下さい。

※軒先 1 段目には、ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽを取り付けないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

※④支持点線の位置は、PV ﾒｰｶｰのﾊﾟﾈﾙ片持ち寸法の基準に従ってください。 

 

 

①芯墨 

②軒先ﾊﾟﾈﾙ墨 

③ﾓｼﾞｭｰﾙ外郭線 

④支持点線 

墨出し例 

(ﾓｼﾞｭｰﾙ寸法) (ﾓｼﾞｭｰﾙ寸法)

②

① ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽ取付段ﾏｰｷﾝｸﾞ
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瓦の捲り作業[Ｂ] 

●ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽを設置する段の瓦は取り除く範囲内ですべて取り除

く様にして下さい。 

 

 

 
最上段瓦の捲り方法[Ｂ] 

●捲り瓦最上段の一番左の瓦 1 枚をﾊﾝﾏｰ等で割って下さい。 

※捲り作業は棟側から行って下さい。 

※割れた瓦の落下に注意して下さい。 

●割れた瓦を取り除いて下さい。 

【使用工具：ﾊﾝﾏｰ】 

  
 

●瓦取り除いた後、残っている釘をｸﾘｯﾊﾟｰ、ﾊﾞｰﾙ等で抜いて下さ

い。 

【使用工具：ﾊﾞｰﾙ、ｸﾘｯﾊﾟｰ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●その右の瓦からは、横釘・上釘を抜き、瓦を取り外して下さい。

 

●2 段目以降の瓦も同様に横釘・上釘を抜き、瓦を取り外して下

さい。 
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ﾓｼﾞｭｰﾙ外郭線1,675

355177.5
斜線部調整瓦（355㎜）

 

 

 

補強板の施工[Ｃ] 

●ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽを施工する位置に補強板(t11.5×w120×200mm)を、下方

の瓦尻にひっつけて、ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ 41mm4 本以上で、野地板に取付け

て下さい。 

●補強板施工後、防水ｼｰﾄを貼付けて下さい。 

※防水ｼｰﾄは棟側・左右の隙間をあけないように貼付けて下さい。  

 

調整瓦の施工[Ｃ] 

●調整瓦の寸法は、90mm～440mm の範囲でﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰにてｶｯﾄして下さい。 

 

ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ 41 ㎜ 4 本 

割付参考例図 
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瓦の施工[Ｃ] 

●ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽを使用しない箇所は、通常通り瓦を施工して下さい。 

※差し込む瓦は、横釘とｼｰﾘﾝｸﾞ材にて施工して下さい。 

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材は「1 成分形ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材」を使用して下さい。 

 

ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽの施工[Ｃ] 

●支持点墨にｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽの芯がくるようにｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽを施工しま

す。 

  

 

 

 

 

ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの施工[Ｄ] 

●ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑは、ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽの突起部分に設置し、同梱の付属固定 

ﾋﾞｽ 3 本にて補強板と野地板に取付けます。 

※ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの固定ﾋﾞｽの締め付けは、片締めや急激な締め付けは 

せずに、断続的に、EPDM ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝが半分程度潰れる状態に抑え

て下さい。 

●ﾋﾞｽの固定箇所は、割付け図面に従い、外観性、施工性を考慮

し、(1)、(2)、(3)の位置とし固定します。 

※下記図はﾄﾞﾘｰﾑ 30 の場合。ｳｯﾃﾞｨｼﾝﾌﾟﾙは、(1)、(2)のみとなり

ます。 

 

 

（1）：下から 3ヶ所  

 

（2）： 中心 3ヶ所 

 

（3）上から 3ヶ所 

専用固定ﾋﾞｽ 

3 本で固定 
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軒先ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具ﾎﾞﾙﾄのｽﾗｲﾄﾞ・位置決め[Ｄ] 

●軒先両端のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具ﾎﾞﾙﾄを所定の位置にｽﾗｲﾄﾞし、

仮止めﾎﾞﾙﾄを用い固定して下さい。 

締め付けはＭ6用ｿｹｯﾄ(10)を使用して下さい。 

※締め付けﾄﾙｸ：8N･ｍ±1N･ｍ 

※軒先ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑは瓦の先から 35～40 ㎜を基本として下さい。 

 

●軒先両端のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具ﾎﾞﾙﾄ位置決定後、水糸を使用し

糸張りを行って下さい。この時、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの縦の外郭 

線とｶﾈ(直角)が出ていることを確認して下さい。 

 

●水糸に合わせて、中間部のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具ﾎﾞﾙﾄをｽﾗｲﾄﾞさ

せ、仮止めﾎﾞﾙﾄを用い固定して下さい。 

 

 

屋根上ｹｰﾌﾞﾙの配線[Ｅ] 

●図面に従い、屋根上のｹｰﾌﾞﾙ配線を行って下さい。 

●ｹｰﾌﾞﾙ線がたるまない様に、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの両ｻｲﾄﾞに開いている穴を利用し、ｲﾝｼｭﾛｯｸを用いて結束し

て下さい。 

 
 

屋根上への配線 

 

ｲﾝｼｭﾛｯｸにて結束 
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太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの施工[Ｆ] 

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙは 1 段目(軒先側)の端から順に取付けて下さい。 

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの下枠を 1段目のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの上面をすべらせて、 

押え金具に合わせて所定の位置に設置し、上枠を 2 段目のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ

上面に載せ 4 点/6 点で支えます。 

2 段目のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具ﾎﾞﾙﾄをｽﾗｲﾄﾞさせ、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ枠 

に当たる位置にｾｯﾄし、仮止めﾎﾞﾙﾄを用い固定します。 

●同様の作業を繰返し、1段目の太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙを取付けて下さい。 

●結線の接続は、太陽電池ﾒｰｶｰの施工ﾏﾆｭｱﾙを順守し、結線はたるみが

無いように、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの側面に設けている穴を利用してｲﾝｼｭﾛｯｸで結

束して下さい。 

※検電は太陽電池ﾒｰｶｰの施工ﾏﾆｭｱﾙに従い、1 系列ごとに直流電圧測定

器を用い行って下さい。 

 

 

 

2 段目以降の太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの施工[Ｆ] 

●1 段目と同様の方法で、2段目以降の太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙを取付けて下さ

い。 

●2段目の太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ設置ごとに、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具のﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ

を締め付けて下さい。締め付けはＭ6用ｿｹｯﾄ(10)を使用して下さい。

※太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ上は極力歩かないで下さい。やむを得ず歩く必要が

ある場合は、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ上を歩く様にし、極度の荷重をかけないで下

さい。 

 

上のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑのﾎﾞﾙﾄをｽﾗｲﾄﾞ
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太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの不陸調整方法 

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙを仮置きした段階で、不陸が確認された場合、 

ﾚﾍﾞﾗｰを使用して不陸を調整して下さい。 

●ﾚﾍﾞﾗｰは、端部受け金具の下、ｱｰｽﾌﾟﾚｰﾄの下に入れて下さい。 

［最大 5 枚(10 ㎜)まで調整可能です。］ 

 

 

 
 

 

 

ｱｰｽ線の施工[Ｇ] 

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの各縦目地部両ｻｲﾄﾞのｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ同士をｱｰｽ線で 

つなぐため、金具に設けられている穴を利用し、ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽに

て取付け接続して下さい。 

●設置用ｱｰｽを取付け、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙと接続して下さい。 

 
 

施工後の点検[Ｈ] 

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙや瓦の割れ等が無いか確認して下さい。 

●ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具の閉め忘れが無いかを再確認して下さい。

●屋内にて直流電圧測定器を使用し検電を行って下さい。 

●屋根面の清掃を行って下さい。 
 

ｱｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下に差し込む。

5枚(10 ㎜)まで。

※ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ端部・中間部用納まり参考図 

 

PV
軒先側

端部用 中間用 端部用

棟側
PV
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■部材一覧 

部材名 仕様 寸法・数量 形状 

ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽ 

ｴｱﾙｰﾌ･ﾄﾞﾘｰﾑ 30 用 

（ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ固定瓦） 

繊維混入ﾌﾟﾚｽｾﾒﾝﾄ瓦 

表面：塗装（瓦と同仕様） 

横 484×縦 320mm 

（働き：横 440×縦 250mm） 

 

ｶﾞｼｯﾄﾍﾞｰｽ 

ｴｱﾙｰﾌ･ 

ｳｯﾃﾞｨｼﾝﾌﾟﾙ用 

（ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ固定瓦） 

繊維混入ﾌﾟﾚｽｾﾒﾝﾄ瓦 

表面：塗装（瓦と同仕様） 

横 484×縦 350mm 

（働き：横 440×縦 280mm） 

 

ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ 

（中間・端部用） 

本体：ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（ﾌﾞﾗｯｸ） 

金具：SUS304 及びｱﾙﾐﾆｳﾑ 

裏面 EPDM ｼｰﾗｰ 5mm 付 

本体：Ｈ25×ｗ50×L340mm 

 

ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ固定ﾋﾞｽ 

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾊﾟｯｷﾝ付防水ﾋﾞｽ 

（SUS410 ﾌﾞﾛﾝｽﾞ処理品） 

〔ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑに同梱〕 

φ4.1×90mm 

（3 本止め） 

 

補強板 
構造用合板 

（JAS 規格 特類 2級品） 
ｔ11.5×ｗ120×L200 ㎜ 

 

防水ｼｰﾄ 接着面ﾌﾞﾁﾙ w150×L260 ㎜ 

 

ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ 

（補強板固定用ﾋﾞｽ） 

SUS XM7 

〔補強板に同梱〕 

φ4.2×41 ㎜ 

（補強板 L200 ㎜：4本止め） 

 

 

ﾚﾍﾞﾗｰ 

 

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（ﾌﾞﾗｯｸ） 

〔ｵﾌﾟｼｮﾝ品〕 

 

ｗ50×L60×t2mm 

 

 

■主な施工工具・器具 

荷揚げ機 水糸 ｽｹｰﾙ(ﾒｼﾞｬｰ) 

梯子 墨つぼ ﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ 

ﾄﾞﾘﾙ ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾘﾙ ＋2 ﾋﾞｯﾄ 

M6 ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ固定用ｿｹｯﾄ(10) 直流電圧測定器(ﾃｽﾀｰ)※1 金槌 

ﾊﾞｰﾙ ｸﾘｯﾊﾟｰ くさび 

※1 交流電圧及び直流電圧 350V が測定可能なもの。耐電圧 450V 以上を推奨 


